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暑中お見舞い・・

梅雨があけ、夏の日差しが一段と今年は強いようです。気温もぐんぐん上昇し、熱中症で搬送される人も例

年以上に多いと聞きます。
原稿を書いている今日は、高校野球県大会で本校が登場します。夏の暑い日ざしにも負けず、本校の高校球

児たちには熱戦を制して勝利を持ち帰って欲しいものです。

１年生の皆さんが本校で頑張っている様子を伝えたくて、それぞれの出
身中学校へ学校訪問をしています。中学校では皆さんの様子を聞き、大変

喜ばれていました。
７月７日(日)早朝のこと、青信号で横断中の本校女子生徒のお二人が、

乗用車にはねられるという痛ましい事故が起きてしまいました。事故にあ

われたお二人の一日も早い回復を祈っています。
まもなく、夏休みです。夏季特別授業・学習会に部活動に、そして全国

総文祭と慌しい夏休みになりそうですが、暑さに負けず、頑張っていきま
しょう。

校 長 室 の 窓 か ら

平 成２５ 年度 テー マ

校長 山 本 寛 瑞
ひ ろ み

平成２５年７月１９日発行 諫早東高校だより 第４号

炎熱しのぎにくい折 皆様にはますます御清祥

のこととお喜び申し上げます。

日ごろから、ＰＴＡ活動に御協力いただき心か

ら感謝いたします。

さて、来る８月２５日（日） 7:00～ 9:00に

恒例の環境整備活動が開催されます。ＰＴＡとし

ましても、例年、親志の会（旧ＰＴＡ役員）にも

お願いし、我々の子たちが、安全かつ気持ちよく

体育祭をむかえることができるようグランド等の

除草、剪定等の作業を行っています。現在、参加

者が１０名と大変少ない状況です。

つきましては、御多用中とは存じますが、学校

整備活動への御協力をよろしくお願いいたします。

平成２５年８月行事予

諫早東高等学校

我が子のために一肌脱いでください

ＰＴＡ会長 杉本幸二

写真は 青いバラ
花言葉は「奇跡」「夢かなう」



生徒たちは７月９日（火）～１１日（木）の３日間のインターンシップ（２３の事業所）を無事終了する

ことができました。各事業所での職業体験を通して、自分自身の将来に対する甘さ、働くことの厳しさ等を

自覚し、自分の適性について考える貴重な機会となりました。今回

の体験を通して、今後確かな目的とお世話になった方々への感謝の

気持ちを持って学校生活を送ってくれるものと確信しております。

具体的には、部活動や勉学に今まで以上に励み、学校行事等で下級

生を積極的にリードしてくれるものと思います。インターンシップ

ではいろいろな方々にお世話になりました。

●［あいさつ日本一！プロジェクト］始動
今年度、目標に掲げた「あいさつ日本一」を目指したプロジェクトが、生徒主
導のもと着実に進行中です。現在は、部活動生が中心となって「朝のあいさつ」
運動を行なっています。御家庭でも「おはよう」「行ってきます」「ただいま」
「お帰り」等のあいさつを積極的に交わして、「あいさつの習慣化」に御協力く
ださい。

●［夏季休業中の安全な生活について］
いよいよ、季節も夏本番！生徒の心は早くも「夏休み」に突入しているようで
す。そんな中、水難・交通事故等の被害が最も多い季節でもあります。
終業式では「夏季休業中の心得」を生徒だけでなく・保護者の皆様にも配布い
たします。確実にお読みいただき、家庭でもお子様への御指導をよろしくお願い
いたします。

朝のあいさつ運動の様子

充実した夏を送ろう！！ ～３年生の７月、８月（進路関係行事）～

・7/8(月)～7/29(月)『三者面談期間』主に、卒業後の進路についての面談
・7/22(月)～7/29(月)『夏季特別授業』時間割を設定して、進路別の補習（全員）
・7/24(水)『面接マナー指導』（就職希望者）
・7/30(火)～8/8(火)『３年学習会』自学形式の学習（進学希望者）
・8/7(水)『活水女子大学 出前講義』（人間関係学科、食生活健康学科、看護学科系への進学希望者）
・8/19(月)～8/23(金)『夏季特別授業』時間割を設定して、進路別の補習（全員）
・8/24(土)『３年生進路マップ、看護模試』（学科試験のある進学希望者）

夏季休業中にすべきこと ～進路の実現に向けて～

１ 夏季特別授業・学習会に自律的に取り組もう！

２ 夏季休業中の課題は期日までに完了し提出しよう！

３ 部活動や学校行事、ボランティア等に積極的に参加しよう！

7月8・9日、進研協の研修会において、法政大学児美川教授より「キャリア教育を進学指導に活かす」とい
う演題で講演会がありました。
近年の産業・経済の構造的な変化や雇用の多様化・流動化等を背景として、就職・進学を問わず子どもたちの
進路をめぐる環境は大きく変化しています。このような変化の中で、将来子どもたちが直面するであろう様々
な課題に柔軟かつ逞しく対応し、社会人・職業人として自立していくためには、子どもたち一人一人の勤労観・
職業観を育てるキャリア教育を充実する必要があります。平成20年「教育振興基本計画」が閣議決定され、キャ
リア教育の推進が強く求められています。
講演の中で、高校生の家庭学習量が少なく、何事にも「受け身」の姿勢がみられ、そのことが中退や就業意
欲、早期離職につながっているのではないかと指摘されました。身に付けるべき力として最も強調されたのは
「自ら学ぶ習慣をつけ、変化への対応力や起き上がる力」でした。これらは授業、部活動、学校行事などあら
ゆる場面で自律的な行動から醸成されるものだそうです。特に、自分の進路に向けた学習へ取り組むことは、
立派なキャリア開発になり、個人個人が日常の中で取り組むことを全力で行う必要性を説かれました。
夏季特別授業や夏季学習会では、自らがすすんで授業や自主学習などに取り組みましょう。そうすることで
進路実現に近づくことになるのではないでしょうか。

愛野記念病院での体験実習の様子

２学年インターンシップ ～職場体験実習～


